
3 4.ポット植栽のためのトラクター作業機の製作

1.試験担当者
本場桜樹匕部機械科長 山圈三平

2•試験目的
クローラトラクタ付属作業檢としてのポット苗植えつけ掇を为稗化し,これによる造林作輿 

の機桦化の可能性について検时をくわえ,これからの省力林妙羽のための檢械化年法の発見に 

つとめる〇

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

林道作設,集材作羹・などに使用されている林卖甲クロ ーラトラ"タの布林作業用付積作業械の 

_っとして,本梅の考案,做ヤをおこなった。すなわち内径約15 Ommの中空軸の先端に,ス 

パイラル形植え穴堀り刃のついた開閉可盲欧£半球形状の珮さく押をつけ,直径,深さともに約 

2 Q Ommの假穴を掘った後,半球形状の掘さく頭をひらいて,中空岫の上方から,ポブトっ 

普苗を落下させることにより,植え穴の中にポット苗をおとしいれ,中空軸をひきあげると冋時 

Kボ’卜苗の周囲をてん圧して,植えつけ完了するものである。このようなSBtKもとづき,ポ 

ット梢我用作業檢の試作をすすめ•その第1号様について,実際作動戡搆につき検討をくわえた。 

それKよると,硬質土での堀さく性條,ポクトつき苗の中空軸中の落下性能,ポ八つき苗の相 

え穴内でのてん圧性能警｝てついて不充分な点がみとめられた。よって,これらの不充分な点につ 

いての改良設計をおこない・再度作動機槌について検対をくわえた。

4.昭和4 5年度の試験計画

クローラトテクタ付属停极としてのポット苗植兑つけ機の作瑚娜(作抜本的に検討をくわえ, 

従来の太い中空的中をポットつき苗を落下させて,植え穴中に林えこむ方式をあらため,相え穴 

免りとポブトつき苗の植えつけを另I動作でおこなうことのできる。ポットつき苗の形状に大小が 

あっても作勁可能なポブト苗植えつけ檢を考据試作し,突用機として役立ちうるもの作せんとす 

るものである〇
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3 5.造林用小型クローラタイブトラクターとその作業装置

1.跌験担当者

本製機械化部機械科長 山脇 三平

2•試験目的
この硏究は,中〜急傾斜林地に導入しうる自重1ton前後の小形クローヲ 

トラクタおよび同付屬作業荻置を開発試作し,これによって従来不可能とされた急冊林址 

の小形車両およぴ同付段装隨を利用した造林作業の糧榭匕を可於ならしめようとするものである。

&昭和44年度の経過とえられた結果

自$1.〇 〇 〇 K?.全長3, 0 0 〇皿,全市7 5 0 aa,全商1.2 7 Q械,最小施回您0. 6 ",走 

行速度〇〜IMKnx/hn,登はん能力3 0。,塔載エンジン拼気容切79 4CC,燉大出力16 Fs , 

排土寸法巾71Qittx高2 5Q稿,油圧モータ駆動式走行装貿,等分分流各個操作弁街膜方式操 

向装同,硬式疑架方式,油圧ポンプ5 61/min + 24//mi n ( 5.0 〇 Or pm時)•パブクホ 

一法確パケブト容量0.0 5宀施回角度18 〇0,果大堀削深さ7 0 0翔,衆大壇さく半您2.130 

砲の諸元をもった造林用小形クローラトラクタを試作し,トラクタ本体のみの灾用にはほぼ供し 

うる見通しをもっことがでさた〇

4.昭和4 5年度の試験計画

浄林用小形クローラトラクタ付原作案装瀆の試作をおこない,中・係傾斜林地における造林作 

樂の檢械化の可館性の究明;て資する。
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